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人口調べ

(昭和52年5 月1 日現在)
世 帯　　　　204, 293
人 口　　　　622, 097
男　　　　　314, 927
女　　　　　307, 170
( 前月より1, 771人増)

普
及
率
百
パ
ー
セ
ン
ト
を
め
ざ
し
て

急
ピ
ッ
チ
で
進
む
下
水
道
工
事

六
月
か
ら
綾
瀬
一
・
二
丁
目
で
水
洗
化

下
水
遭
は
、
都
市
づ
く
り
の
基
本
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
。
当
ほ
の
下
水
道
普
及
率
は
、
わ

す
か
}
六
パ
ー
セ
ン
ト
。
二
十
三
区
内
で
も
大
変
遅
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
遅
れ
を
取
戻
す

た
め
、
現
在
、
に
内
各
地
で
着
々
と
下
水
道
工
事
が
進
め
ら
れ
、
こ
の
六
月
に
は
、
小
菅
処
理

場
の
一
部
使
用
が
開
始
さ
れ
綾
瀬
一
・
二
丁
目
の
水
洗
化
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

足
立
区
は
、
平
坦
な
低
地
で
あ
る

と
共
に
、
下
水
道
普
及
の
遅
れ
も
あ

っ
て
、
ち
″
つ
と
し
た
降
雨
で
も
、

区
内
各
地
で
浸
水
や
氾
ら
ん
が
発
生

し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

区
の
下
水
道
普
及
率
は
、
現
在
一

六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
二
十
三
区

で
も
う
し
ろ
か
ら
三
番
目
と
遅
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
下
水
道
の
整

備
が
早
急
に
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

下
水
遭
建
設
は
、
都
の
下
水
道
局

が
施
工
し
て
い
ま
す
が
、
区
で
は

、

こ
の
よ
う
な
遅
れ
か
I取
戻
す
た
め
に

四
十
(
年
度
か
ら
下
水
道
枝
線
の
一

紡
建
設
を
受
託
施
工
し
、
早
期
完
成

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

小
菅
処
理
場
が

使
用
開
始

区
内
で
は
、
堤
南
の
千
住
示
台
、

新
田
地
区
が
す
で
に
水
洗
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

堤
北
で
は
、
六
月
一
日
か
ら
小
菅

処
理
場
が
一
部
使
用
開
始
し
ま
し

た
。こ
れ
に
よ
っ
て
、
区
内
で
は
、

綾
瀬
一
丁
目
、
二
丁
目
の
水
洗
化
が

可
能
と
な
り
、
こ
の
地
域
に
お
住
ま

い
の
方
に
は
、
三
年
以
内
に
水
洗
化

の
工
事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
足
立
一
・
二
・
三
・
四

丁
目
、
青
井
一
・
六
丁
目
付
近
な
ど

で
、
現
在
、
下
水
道
工
事
が
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
工
事
が
終
了
し
ま

す
と
、
こ
の
地
域
も
水
洗
化
が
さ
れ

る
予
定
で
す
。

活
動
を
は
じ
め
た

梅
田
ポ
ン
プ
所

下
水
道
に
は
、
処
理
場
、
ポ
ン
プ

所
、
幹
線
、枝
線
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ポ
ン
プ
所
は
、
流
れ
て
き
た
下
水

を
ポ
ン
プ
。で
汲
み
あ
げ
、
処
理
掲
へ

中
継
ぎ
す
る
ほ
か
、
雨
水
を
河
川
へ

排
除
す
る
機
能
も
果
た
し
ま
す
。

梅
田
ポ
ン
プ
所
は
、
荒
川
の
北
側

西
新
井
橋
付
近
に
あ
っ
て
、
五
月
一

日
か
ら
運
転
を
開
始
し
ま
し
气

現

在
三
台
の
ポ
ン
プ
に
よ
り
付
近
の
雨

水
を
く
み
あ
け
荒
川
に
放
流
し
て
い

ま
す
が
、
将
来
は
汚
水
ポ
ン
プ
を
六

台
、
雨
水
ポ
ン
プ
を
十
台
設
置
し
、

汚
水
の
処
理
を
は
じ
め
、
台
風
や
集

中
豪
雨
に
よ
る
雨
水
を
す
み
や
か
に

荒
川
へ
放
流
す
る
な
ど
氾
ら
ん
防
止

に
も
役
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
自
家
発
一

設
備
も
あ
り
、

停
電
の
と
き
で
も
安
心
で
す
。
な
お

梅
田
ポ
ン
プ
所
の
所
在
地
と
計
画
排

水
区
域
は
次
の
と
お
り
で
す
。

所
在
地
…
梅
田
四
-
二
四
-
一

計
画
排
水
区
域
…
荒
川
以
北
の
放
射

十
一
号
線
と
旧
日
光
街
週
間
の
本

木
、
西
新
井
、
竹
の
塚
な
ど
の
地

域
処
理
能
力
…
汚
水
五
三
九
ベ
ク
タ
ー

ル
、
雨
水
一
、
一
二
一
ベ
ク
タ
ー

ル今
後
の
計
画

区
内
の
下
水
道
計
画
は
、
処
理
場

ご
と
の
区
域
に
大
別
し
て
み
ま
す
と

次
の
と
お
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
砂
町
処
理
区
(
千
住
地
区
)
…
ほ
ぼ

完
成

○
小
者
処
理
区

示

台
・
宮
城
・
新

田
地
区
)
・・・
ほ
ぼ
完
成

〇
小
菅
処
理
区
(
綾
瀬
一
・
二
丁
目
、

足
立
、
西
綾
瀬
、
弘
道

、
青
井
、

中
央
本
町
、
梅
田
四
・
五
・
(
丁
目

の
一
部
を
除
く
地
区
)
・・・
建
設
中

○
中
川
処
理
区
(
上
記
以
外
の
地
区
)
=

・
建
設
中

こ
の
う
ち
、
今
後
は
小
菅
、
中
川

処
理
区
内
を
主
と
し
て
建
設
し
て
ゆ

く
予
定
で
す
。

小
菅
処
理
場
は
、
荒
川
と
綾
瀬
川

の
接
点
に
位
置
し
、
足
立
区
の
一
都

と
葛
飾
区
の
一
部
か
ら
の
下
水
を
引

受
け
る
も
の
で
す
。
こ
の
た
び
の
処

理
場
の
一
部
使
用
に
伴
い
、
幹
線
・

枝
線
工
事
か
ひ
き
続
き
行
な
わ
れ
ま

す
。中

川
処
理
場
は
、
旧
日
立
亀
有
工

場
跡
地
(
中
川
五
丁
目
)
で
現
在
、

建
設
中
で
。す
。
こ
れ
に
伴
う
幹
線
・

枝
線
加
平
ポ
ン
プ
所
な
ど
も
並
行
し

て
建
設
か
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

下水道のしくみ

工
事
の
お
願
い

下
水
道
工
事
は
、
地
下
に
川
を
作

る
と
も
い
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
地
下

に
雨
水
や
汚
水
を
収
容
す
る
管
を
埋

設
し
。
ポ
ン
プ
所
や
処
理
場
へ
接
続

し
ま
す
の
で

、
道
路
を
か
な
り
深
く

掘
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
方
の
付
近

で
交
通
止
め
や
騒
音
、
振
動
な
ど
い

ろ
い
ろ
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
か
、
工
事
に
は
迅
速
、

安
全
で
か
つ
経
済
的
な
工
法
を
採
用

し
迷
惑
を
最
小
限
に
止
め
る
よ
う
に

行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
共
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
下
水
道
の
し
く
み
に
つ
い

て
は
、
上
図
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。下

水
道
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

次
の
と
こ
ろ
へ
ど
う
ぞ
。

都
下
水
道
局
北
部
第
一
管
理
事
務
所

(　
(
〇
一
丁
四
六
二
こ

都
下
水
道
局
第
五
建
設
事
務
所

(　
六
〇
五
1
五
六
五
一
)

区
役
所
下
水
道
課
(
第
二
庁
舎
)

地下のトンネル下水道…工事は着々と

みんなが心がけよう

きれいな選挙
―参議院議員・東京都議会議員選挙―

参
議
院
議
員
還
挙
、
東
京
都
議
会

議
員
選
挙
か
だ
ん
だ
ん
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。

変
化
の
め
ま
ぐ
る
し
い
雑
多
な
世

の
中
、
こ
れ
か
ら
の
政
冶
や
く
ら
し

を
じ
っ
く
り
考
え
、
債
極
的
な
一
票

を
投
じ
た
い
も
の
で
す
。

選

挙

運

動

で
き
る
こ
と

で
き
な
い
こ
と

選
挙
連
動
は
、
選
挙
の
公
示
(
告

示
)
の
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で

し
か
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
使
え
る
お

金
に
も
、
運
動
の
や
り
方
に
も
、
制

限
が
あ
り
ま
す
。

■
で
き
る
こ
と

よ
く
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
は

▽
連
呼
(

自
動
車
の
上
や
街
頭
演
説

な
ど
で
)

▽
法
定
の
は
が
き
▽
法
定

の
ビ
ラ
(

都
議
週
は
な
い
)
▽
法
定

の
ポ
ス
タ
ー
や
立
札
、
看
板
ワ
街
頭

演
説
▽
個
人
演
説
会
▽
新
聞
広
告
▽

政
見
・
経
歴
放
送
(
都
議
選
は
あ
り

ま
せ
ん
)
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

う
ち
に
は
公
費
で
ま
か
な
う
公
営
の

も
の
も
あ
り
ま
す
。
公
営
の
逸
挙
運

動
で
は
、
ほ
か
に
選
挙
公
報
や
立
会

演
説
会
が
大
き
な
役
割
を
は
た
し
て

い
ま
す
。

さ
て

、
私
た
ち
一
般
の
者
が
で
き

る
運
動
に
は
何
が
あ
る
で
し
I

つ
。

(
1
)
ま
ち
で
た
ま
た
ま
出
会
っ
た
知
人

に
「O
O
さ
ん
を
よ
ろ
し
く
」
と

頼
む

(
2
)
電
話
を
か
け
て
頼
む

(
3
)
会
合
な
ど
で
休
け
い
時
間
に
ち
″

つ
と
そ
の
場
を
借
り
て
演
説
す
る

(
4
)
運
動
費
用
の
寄
付
を
す
る

(
5
)
運
動
員
に
な
る

こ
れ
ら
の
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
も

や
り
方
次
第
で
は
違
反
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
で
き
な
い
こ
と

▽
戸
別
訪
問
▽
署
名
運
動
(
一
定

期
間
)
▽
飲
食
物
の
提
供
(
お
茶
と

茶
菓
子
以
外
は
一
切
だ
め
)
▽
法
定

以
外
の
文
書
や
演
説
会
▽
事
前
運
動

▽
選
挙
後
の
あ
い
さ
つ
回
り
▽
買
収

こ
の
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
。私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
覚

し
て
、
き
れ
い
な
選
挙
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

手
続
き
は
お
早
め
に

―
郵
便
投
票
―

身
体
が
不
自
由
で
歩
け
な
い
方
は

家
に
い
た
ま
ま
郵
便
で
投
票
か
で
き

ま
す
。

郵
便
投
票
を
す
る
方
は
、
あ
ら
か

じ
め

郵
便
投
票
証
明
一

が
必
要
で

す
。
ま
だ
お
持
ち
で
な
い
方
や
、
な

く
し
て
し
ま
っ
た
方
は
、
お
早
く
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
両
足
、
体
幹
の
障
害
の
程
度

が
I
・
二
級
、
ま
た
は
内
臓
障
害

が
I
・
三
級
に
認
定
さ
れ
て
い
る

方
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
選
挙
簪

理
委
員
会
事
務
局

すずかけ
こ
の
ほ
ど
昨

年
に
引
続
き
区

内
の
(
か
所
で

移
動
応
接
室
を

開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
区

内
各
地
域
に

お
い
て
ご
活
躍
の
方
か
た
か
ら
、

直
接
。
区
政
に
つ
い
て
お
伺
い
す

る
こ
と
が
、
私
の
つ
と
め
で
あ
る

と
、
区
躓
会
か
ら
の
ご
助
言
も
あ

り
、
私
も
常
に
そ
う
考
え
て
い
る

た
め
実
施
し
た
も
の
で
す
。
。

多
数
の
方
が
会
場
に
お
い
で
に

な
り
、貴
重
な
ご
意
見
、率
直
な
ご

批
判
ま
た
ご
期
待
の
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

古
語
に
「
愚
公
山
を
移
す
」
と

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
に
皆
さ

ま
の
ご
両
足
を
い
た
だ
く
区
の
仕

事
の
積
み
重
ね
で
足
立
ほ
全
体
が

住
み
や
す
く
な
る
よ
う
に
し
た
い

も
の
と
考
え
ま
す
。

折
よ
く
晴
天
の
日
が
続
き
、
青

葉
の
頃
で
も
あ
り
。
ご
家
庭
や
露

地
に
花
か
咲
く
風
情
を
お
見
受
け

し
ま
し
て
、
室
内
で
仕
事
を
す
る

日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
私
は
、

文
字
通
り
目
を
洗
う
気
持
か
い
た

す
楽
し
い
毎
日
で
あ
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、お
伺

い
し
ま
し
た
こ
と
は
[
洗
心
」の

心
構
え
で
、
十
分
実
現
に
努
力
す

る
こ
と
を
お
約
東
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。足

立
区
長

長
谷
川
久
勇

□
福
祉
事
務
所

足
立
福
祉
事
務
所
　
(
(
(
-
三
一
四
一
　
千
住
柳
町
匸ニ
ー
五

中
部
福
祉
事
務
所
　
(
(
九
上
四
(
一
　
関
原
二
丁
目
一
〇
-
一
〇

同
　

分
室
　
(
(
三
上
(
(
〇
〇

竹
の
塚
二
丁
目
二
五
-
一
七

東
部
福
祉
事
務
所
　
六
〇
五
i
七
一
〇
五

東
綾
順
一
丁
目
五
-
一
七

西
部
福
祉
事
務
所
　
(
九
七
-
五
〇
一
一
　
鹿
浜
二
丁
目
二
四
上
一

□
保
健
所

足
立
保
健
所
　
(
四
〇
-
五
一
四
一
　
中
央
本
町
一
丁
目
五
-
三

竹
の
塚
保
健
相
談
所
　
(
(
五
一
五
四
ニ
ー
竹
の
憲
(
丁
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一【
!

匸
〒

】○
一

千
住
保
健
所
　
(
(
【
-
四
二
七
七

千
住
仲
町
七
六

東
和
保
健
相
談
所
　
六
〇
六
-
四
一
七
一
　
東
和
四
丁
目
】〇
上
二

江
北
保
健
相
談
所
　
(
九
六
-
四
〇
〇
四

江
北
六
丁
目
一
六
上
一
　

-
一
〇
一

□
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
区
民
セ
ン
タ
ー

東

部
　
六
〇
五
1
七
一
〇
一
　
東
綾
瀬
一
丁
目
五
上

七

中

部
　
(
(
九
-
四
六
六
一
　
関
原
二
丁
目
一
〇
-
一
〇

西

部
　
(
九
七
-
五
〇
一
六

鹿
浜
二
丁
目
二
四
-
二

千

住
　
(
(
二
-
二
七
六
五

千
住
元
町
三
四
1
一

花
畑
　
(
五
〇
-
二
六
一
七
花
畑
土
地
区
画
鰹
理
組
合
施
行
地
区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
七
ブ
ロ
y
ク

□
児

童

館

西

伊

具
　
(
九
七
上
(
九
四
【

西
伊
興
町
三
七
-
五

新

田
　
九
匸
〒
三
四
ニ
ー
　
新
田
二
丁
目
一
i
匸
二

千
住
あ
ず
ま
　
八
八
】不
三

八

千
住
東
二
丁
目
ニ
ー
一
(

本
木
東
　
(
四
九
-
三
〇
〇
五
本
木
二
丁
目
匸
〒
二

い

り

や
　
八
五
五
-
一
〇
五
〇

舎
人
町
二
こ
三

東
伊
興
　
八
九
七
上
一
二
二
五
東
伊
興
町
三
九

□
老

人

館

新

田
　
九
三
-

三
四
无
　

新
田
二
丁
目
一
-
一
三

千
住
あ
ず
ま
　
(
(
二
-
匸
一
一
(

千
住
東
二
丁
目
ニ
ー
一
八

い

り

や
　
(
五
五
1
一
〇
五
〇

舎
人
町
一
二
二
二

□
図

書

館

中

央
　
(
四
〇
1
四
六
四
六

梅
田
七
丁
目
匸
こ
I
一

千

住
　
(
(
一
-
一
九
九
四

千
住
龍
田
町
七
上
一

宮

城
　
九
匸
ニ
ー
○
四
六
〇

宮
城
一
丁
目
二
七
-
【

新

田
　
九
匸
〒
一
七
六
七

新
田
三
丁
目
一
四
-

】

常
東
　
(
(
一
-
(
五
(
五
千
住
旭
町
九
-
一
六

中

川
　
六
〇
六
j
O
こ
一
七

中
川
四
丁
目
四
三
-
四

花

畑
　
(
五
〇
-
二
六
一
八

花
畑
土
地
区
画
盤
理
組
合
　
　
　
　
　

施
行
地
区
四
七
ブ
ロ
y
ク

□
結
婚
式
場

産
業
振
興
館
　
(
(二
大

六
六
(
千
住
一
丁
目
五
〇

青

年

館
　
八
九
〇
I
O
O七
(
百
新
井
一
丁
目
四
-
一
七

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
六
〇
五
-
七
一
〇
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
綾
順
一
丁
目
五
i
一
七

□
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

教
育
セ
ン
タ
ー
　
(
五
〇
-
(
(
〇
一

竹
の
塚
二
丁
目
二
五
上
二

中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
(
(
九
-
四
六
六
一
　
　
　
　
　
　
　
　

関
原
二
丁
目
一
〇
上

○

□
そ
の
他
の
施
設

消
費
者
セ
ン
タ
ー
　
(
七
〇
j
一
三
九
一
　
千
僅
仲
町
三
　
　
　
　
　

(区
商
振
連
会
館
内
)

文
化
会
館
　
(
(
六
-
(
(
六
〇

中
央
本
町
一
丁
目
一
七
上

体
育
館
　
(
八
六
上
(
O
こ
二
中
央
本
町
一
丁
目
一
七
-
二

交
通
公
園
　
六
〇
亭
一
七
一
〇
一
　
東
綾
瀬
玉

目
五
上

七
　
　
　

(
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
)

青
年
館
　
【
九
〇
-
O
O
六
一
　
西
新
井

】丁
目
四
-
一
七

教
育
セ
ン
タ
ー
　
(
五
〇
-
(
(
〇
一
　
竹
の
塚
二
丁
目
二
五
上
二
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地方税法の改正
控除額が引上げられました

五
十
二
年
度
個
人
住
民
税
(
特
別
区
民
税
・
都
民
税
)
と
軽
自
動

皐
税
の
改
正
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
る

税
金
は
、
明
る
く
住
み
よ
い
足
立
区
を
つ
く
る
た
め
に
有
効
に
使
用

さ
れ
ま
す
。
正
し
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

個
人
住
民
税
の
改
正

佃
人
住
民
税
は
、
区
の
税
収
入
の

な
か
で
基
と
な
る
も
の
で
す
。

今
度
の
改
正
は
、
各
種
の
控
除
額

の
引
上
け
、
非
課
税
限
度
額
の
引
上

げ
な
ど
か
主
な
も
の
で
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
お
手
も
と
に
通

知
す
る
税
額
は
、
改
正
さ
れ
た
も
の

で
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
改
正
点
は
つ
き
の
と
お
り
で

す
。
ヵ
y
コ
内
の
数
字
は
改
正
前
の

額
で
す
。

所
得
控
除
額
の
引
上
げ

▽
基
礎
控
除
二
〇
万
(

一
九
万
)

▽
配
偶
者
控
除
二
〇
万
(

一
九
方
)

▽
扶
養
控
除

配
偶
者
が
い
る
場
合
一
人
に
つ
き

一
九
万
(

一
七
万
)

配
偶
者
か
い
な
い
場
合
　
一
人
目

二
〇
万
(

一
九
万
)

二
人
目
か
ら

一
九
万
(

一
七
万
)

老
人
(
障
害
者
を
除
く
七
〇
歳
以

上
)
二
〇
万
(

一
九
万
)

▽
障
害
者
控
除
(
本
人
・
配
偶
者
・

扶
養
親
族
)

普
通
一
(
万
(

二
(
万
)
特
別
二

〇
万
{
}

九
万
)

▽
老
年
者
控
除
一
(
万
(
一
六
万
)

▽
か
婦
控
除

一
(
万
(
一
六
万
)

▽
動
労
学
生
控
除
一
(
万
(
一
六
万
)

動
労
所
得
が
四
六
万
円
以
下

。
不

労
所
得
(
配
当
等
)
一
〇
万
円
以

下
の
方
で
あ
る
こ
と
。

な
お
、
昭
和
五
十
三
年
度
分
か

ら
は
、勤
務
所
得
が
五
二
万
円
以

下
に
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。

非
課
税
限
度
額
の
引
上
げ

▽
老
年
者
・
未
成
年
者
・
障
害
者
・

か
婦
の
方
(

〇
万
円
以
下
(

七

〇
万
円
)

▽
そ
の
他
の
方

【
控
除
対
象
配
偶

者
十
扶
養
親
族
の
数
十

】人
)
×

一
定
順
一
七
万
(
一
五
万
)
以
下
の

方
は
均
等
劃
を
課
税
し
ま
せ
ん
。

な
お
、
限
度
額
お
よ
ぴ
一
定
額
の

判
定
は
、
特
別
控
除
(
青
色
申
告

控
除
な
ど
)
前
の
額
で
行
な
い
ま

す
。

軽
自
動
車
税
の
改
正

軽
自
助
車
税
に
つ
い
て
の
改
正
は

つ
き
の
と
お
り
で
す
。

譲
渡
す
る
場
合
な
ど
は
、
当
事
者

閧
で
納
税
の
こ
と
も
解
決
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

一
、今
年
の
四
月
一
日
以
前
か
ら
所

有
し
て
い
た
方
は
四
月
一
日
に
、

四
月
二
日
以
後
に
所
有
し
た
方
は

所
有
し
た
日
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

こ
の
課
税
の
日
を
賦
課
期
日
と
言

い
ま
す

。

賦
課
期
日
後
に
軽
自
動
車
の
主

に
置
い
て
あ
る
場
所
が
あ
ろ
市
区

町
村
内
で
。
所
有
者
か
変
っ
た
と

き
は
、
そ
の
年
度
の
税
金
は
、
前

の
所
有
者
の
名
前
で
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
所
有
者
か
変
わ
っ
た

日
の
後
、
同
じ
年
度
内
に
、
主
に

置
い
て
あ
る
場
所
か
、
他
の
市
区

町
村
に
変
わ
っ
た
と
き
は
、
そ
の

日
に
所
有
者
が
変
わ
っ
た
と
み
な

さ
れ
ま
す
。

所
有
者
の
い
ず
れ
か
が
非
課
税

該
当
の
と
き
は
、
右
の
取
扱
い
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ぺ

二
、
賦
課
期
日
後
に
用
途
な
ど
の
変

更
で

、
適
用
す
る
税
率
が
か
わ
っ

た
と
き
は
、
そ
の
年
度
中
は
前
の

統
率

即
税
さ
れ
ま
す
。

三
、
五
十
三
年
度
排
出
ガ
ス
規
制
適

用
庫
に
つ
い
て
も
、
五
十
二
年
度

に
限

軽
減
税
率
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

所
得
税
が

還
付
さ
れ
ま
す

今
回
。
昭
和
五
十
一
年
分
所
得
税

の
特
別
減
税
が
行
な
わ
れ
、
次
の
金

額
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

還
付
さ
れ
る
金
額
は
、
五
十
一
年

分
の
所
得
税
額
を
限
度
と
し
て

、
本

人
六
千
円
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶

養
親
族
一
人
に
つ
き
三
千
円
と
し
て

計
算
し
た
金
額
で
す
。

事
業
所
得
者
な
ど
で
確
定
申
告
を

し
て
納
税
し
た
人
は
、
六
月
下
旬
ご

ろ
に
税
務
署
か
ら
還
付
を
受
け
ら
れ

る
金
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

本
年
六
月
一
日
現
在
に
お
い
て
昨

年
と
同
じ
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
は
、六
月
?
七
月
ご
ろ

賞
与
や
給
与
を
受
取
る
と
き
に
、
勤

務
先
か
ら
還
付
さ
れ
ま
す
。

給
与
の
税
金
を
源
泉
徴
収
で
納
め

た
か
、
今
年
の
五
月
末
ま
で
に
退
職

し
た
た
め
、
給
与
の
税
金
を
源
泉
徴

収
さ
れ
た
ま
ま
の
方
な
ど
は
、
税
務

署
へ
五
十
一
年
分
の
確
定
申
告
を
し

て
、
還
付
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
足
立
税
務
署
(
`
・

(
(
(
-

六
二
四
一
)

西
新
井

税
務
署
(
　
八
四
〇
太

一
一
一
)

「中
途
退
職
し
た
場
合
の
申
告
」例

A
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
一
年
九
月

末
日
に
退
職
し
、
そ
の
後
失
業
給
付

金
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

九
月
ま
で
の
源
泉
徴
収
票
を
添
付

し
、
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
生
計

状
況
(
失
業
給
付
金
受
給
額
)
を
記

入
し
て
、
住
民
税
の
申
告
を
し
ま
し

た
。
申
告
の
内
容
は
つ
き
の
と
お
り

で
す
。

失
業
給
付
金

四
二
万
円

給
与
金
額

二
〇
〇
万
円

源
泉
徴
収
税
額
　
　
　
　
　

九
万
二
、
五
〇
〇
円

社
会
保
険
料
額
　
　
　
　
　

七
万
五
、
九
〇
〇
円

控
除
対
象
配
偶
者
(
妻
)
あ
り

A
さ
ん
が
税
務
署
へ
確
定
申
告
を

し
ま
す
と
、
源
泉
所
得
税
か
還
付
さ

れ
ま
す
。

央
業
給
付
金
は
非
課
税
所
得
で
す

か
ら
、
九
月
ま
で
の
給
与
額
を
年
間

給
与
額
と
し
て
所
得
税
を
算
出
し
ま

す
か
ら
、
税
額
が
減
額
さ
れ
て

、
六

万
六
千
円
と
な
り
ま
す
。

源
泉
徴
収
税
額
九
万
二
千
五
百
円

と
の
差
額
、
二
万
六
千
五
百
円
が
還

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
は
、
今
か
ら
で
も

税
務
署
へ
確
定
申
告
が
で
き
ま
す
。

申
告
す
る
と
き
は
必
ず
源
泉
徴
収
禀

(
支
払
者
に
隋
求
す
る
)
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

税
金
の
規
定
は
、
細
か
く
な
か
な

か
理
解
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま

す
。
区
で
も
改
正
の
つ
ど
『
区
の
お

知
ら
せ
』
な
ど
で
解
説
し
ま
す
が
、

く
わ
し
い
こ
と
は
課
税
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

足
立
区
展

力
作
を
募
集
し
ま
す

毎
年
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
力
作

が
出
品
さ
れ
る
区
展
も
今
年
で
十

一
回
目
を
迎
え
ま
す
。
今
年
は
、

区
役
所
七
階
の
大
会
議
室
が
使
え

な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
会
場
を

第
一
会
場
・
産
業
振
興
館
ホ
ー

ル
、
第
二
会
場
・
教
育
セ
ン
タ
ー

に
わ
け
て
、
七
月
六
日
(
火
)
か

ら
七
月
三
十
一
日
(
日
)
ま
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
力
作
を

募
集
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

応
募
要
領

資
格
　
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

般
入
日
時
(
場
所
)

ぷ
年
の
黔

▽
書
道
　
六
月
二
十
三
日
(
木
)

午
後
一
時
!

二
時
(
区
役
所
七

階
教
育
委
員
会
室
)

▽
洋
画
・
彫
作
　
七
月
十
一
日

(
月
)
午
前
九
時
ふ
に
午
(
教

育
セ
ン
タ
ー
一
階
)

こ
般
の
″冫

産
業
振
興
館
二
階

洋
画
・
彫
璽
七
月
十
九
日

(
火
)
午
後
一
時
～
七
時

▽
書
道
七
月
二
十
六
日
(
火
)

午
後
一
時
?
七
時

展
示
公

開
場
所
・
期
間

少
年
の
粐
　
教
育
セ
ン
タ
ー

▽
書
道
　
七
月
六
日
(
水
)
?
九

日
(
土
)
各
日
と
も
午
前
九
時
?

午
後
五
時

▽
洋
画
・
彫
塑
　
七
月
十
一
日

(
月
)
?
十
六
日
(
土
)
各
日

と
も
午
前
九
時
?
午
後
五
時

こ

般
の
芦
　

産
業
振
興
館

〇
洋
画
・
彫
塑
　
七
月
二
十
一
日

(
木
)
?
二
十
四
日
(
日
)
平

日
・
土
曜
は
午
前
九
時
?
午
後

六
時
、
日
曜
は
午
前
九
時～
午

後
五
時

○
書
道
　
七
月
二
十
(
日
(
木
)

ヱ
ニ
十
一
日
(
日
)
平
日
・
土

曜
は
午
前
九
時～
午
後
六
時
、

日
曜
は
午
前
九
時～
午
後
五
時

※
　
会
場
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
応
募
作
品
の
大
き
さ
・

規
定
な
ど
、
次
の
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

ぶ

年
の
黔

▽
書
道
　
大
き
さ
3
5
黯
χ
6
8
芍

(
半
切
の
二
分
の
一
)
　

一
人

一
点
、
入
選
展
示
作
品
は
四
百

点
限
り
。
表
装
は
艦
別
後
に
行

な
い
ま
す
の
で
、
方
法
に
つ
い

て
、
く
わ
し
く
は
文
化
係
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
洋
画
　
油
絵
・
水
彩
画
・
版
画

:
-
5
0
号
以
下
で
仮
縁
以
上
の
額

装
つ
き
　
一
人
二
点
以
内

▽
彫
塑
　
題
材
等
制
限
な
し

こ

般
の
黔

○
洋
画
　
少
年
の
部
に
同
じ

〇
彫
塑
　
少
年
の
部
に
同
じ

○
書
道
(
漢
字
・
か
な
・
近
代
詩

文
・
前
衛
・
篆
刻
・
刻
宇
)
表

装
ま
た
は
枠
張
と
し
、
仕
上
り

は
9
1芍
×
Ⅲ
り
以
内

■
応
募
要
項
・
出
品
票
は
教
育
委

凡
会
文
化
係
に
あ
り
ま
す
。

今
が見

ご
ろ

しようぶ沼公園

区

立

し
I

つ
ぷ

沼

公

園
(

谷

中

二

丁

目

四

上
)

の

し

ょ

う
ぶ

が

見

ご

ろ

に

な
り

ま

し

た

。

こ

の

公

園

は
'
、

広

さ
が

二

万
(

千

㎡

で

、

園

内

に

は

堀

を
め

ぐ

ら

し

た

千
(

百
f

‘
の

し

″

う

ぶ

畑

に

、

赤

・

白
・
紫
な
ど
色
と
り
ど
り
の
し
″

う
ぶ
十
(
種
、
三
千
三
百
株
が
咲

き
竸
っ
て
い
ま
す
。

し
I
つ
ぶ
は
、
昭
和
四
十
(
年

に
、
葛
飾
の
堀
切
し
I

つ
ぷ
圜
か

ら
株
分
け
さ
れ
た
も
の
を「

育
て

ふ
や
し
た
も
の
で
、
今
年
は
、
十

日
か
ら
二
十
日
ご
ろ
が
最
盛
期
に

な
り
ま
す
。

千
代
田
線
綾
瀬
駅
下
車
徒
歩
約

二
十
分
(
綾
瀬
欝
察
署
の
前
)
で
、

途
中
に
は
、
東
都
区
民
福
祉
セ
ン

タ
ー
や
交
通
公
園
、
東
綾
瀬
公
園

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

半
日
ぐ
ら
い
の
散
歩
に
ご
家
族

で
ど
う
ぞ
。

公
園
は
、
み
ん
な
の
も
の
で
す

か
ら
、
き
れ
い
に
大
切
に
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

昔のおもかげを

残しておこう

い
ま
区
内
で
は
、都
市
化
が
進
み
、

史
跡
な
ど
も
浸
蝕
さ
れ
、
古
く
か
ら

伝
え
ら
れ
た
制
度
、
風
習
、
信
仰
、

逸
話
、
伝
説
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
が

消
え
よ
う
と
も
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
次
の
う
ち
ど
れ
を
ご

存
知
で
し
I
つ
か
。

①
大
師
門
前
か
ら
環
七
を
抜
け
、

江
北
橋
へ
向
か
う
道
路
は
、
ど
ん
な

「
き
っ
か
け
」
で
で
き

た
の
で
し
I
つ
か
。

②
調
談
な
ど
で
有
名

な
宇
都
宮
の
釣
天
井
を

予
言
し
、
徳
川
家
光
の

危
機
や
。救
っ
た
日
芸
上

人
か
、
住
職
だ
っ
た
寺

は
ど
こ
で
し
I
つ
。

③
練
馬
の
大
根
、
三

河
島
の
白
菜
と
並
ん
で

有
名
な
千
住
の
農
産
物

は
何
だ
っ
た
で
し
I

つ
。

④
荒
川
(

も
宀
。荒
川

放
水
路
)
は
東
京
を
水

害
か
ら
守
る
た
め
に
作
ら
れ
た
人
工

の
河
で
す
。
初
め
は
当
然
橋
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
頃
、
人
や

車
は
ど
う
し
て
渡
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。⑤

軍
医
総
監
・
帝
室
博
物
館
長
な

ど
の
公
務
の
余
暇
に
【
矚
・
阿
部

】

族
」
な
ど
の
名
作
を
著
し
た
森
鴎
外

が
初
め
て
医
師
開
業
の
申
請
を
行
な

っ
た
場
所
は
ど
こ
で
し
I

つ
か
。

(
答
え
は
こ
の
欄
の
左
に
あ
り
ま
す
)
　

い
く
つ
ご
存
知
で
し
た
か
。
こ
う

し
た
事
柄
を
知
っ
て
い
る
方
も
区
外

へ
転
出
さ
れ
た
り
、
ま
た
お
な
く
な

り
に
な
っ
た
り
し
て
、
だ
ん
だ
ん
少

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
先
に
記
し

た
と
お
り
で
す
。

昨
年
九
月
の
足
立
区
議
会
で
は
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
要
望

か
あ
り
ま
し
た
。

「
足
立
区
の
人
口
は

昭
和
七
年
の
発
足
当
時

十
四
万
人
だ
っ
た
も
の

が
、
現
在
六
十
二
万
人

と
な
っ
て
お
り
、
多
く

は
地
域
の
開
発
進
展
と

と
も
に
転
入
さ
れ
た
方

で
あ
る
。
当
区
の
今
日

あ
る
の
も
先
人
の
労
苦

の
積
み
重
ね
か
あ
っ
た

こ
と
を
思
い
。
発
展
と

共
に
、
逆
に
す
た
れ
る

も
の
、
滅
び
ゆ
く
も
の

も
あ
る
。
例
え
ば
農
業
が
そ
う
で
あ

る
。今

な
ら
古
老
の
話
も
き
け
る
し
、

資
科
も
あ
る
の
で
。
多
く
の
人
に
知

。
て
も
ら
う
た
め
、
新
し
い
視
野
か

ら
の
区
史
を
刊
行
し
て
欲
し
い
」

そ
こ
で
、
こ
の
た
ぴ
区
で
は
、
区

内
の
い
ろ
い
ろ
な
事
柄
に
つ
い
て
、

決
定
と
か
。
結
果
ば
か
り
で

は

な

く
、
そ
の
理
由
や
経
過
ま
で
を
記
録

し
、
保
存
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

将
来
は
、
印
刷
物
に
し
て
皆
さ
ん

の
入
手
し
易
い
形
式
に
も
す
る
予
定

で
す
。
何
か
こ
う
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、ご
存
知
の
こ
と
。あ
る
い
は
あ
の

人
が
こ
ん
な
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

な
ど
の
こ
と
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
広

報
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

こ
た
え

①
明
治
四
十
三
年

今
上
天
皇
か
江
北
桜

を
見
物
に
お
い
で
に
な
っ
た
と
き

西
新
井
大
師
に
勿
立
寄
り
に
な
り

ま
し
た
。そ
の
時
。江
北
か
ら
大
師

ま
で
の
道
が
な
か
っ
た
の
で
、
と

り
つ
け
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

②
鳥
根
国
土
安
穏
寺
(
日
蓮
宗
)

③
千
住
の
名
産
は
、ね
き

④
川
舟
を
並
べ
、
そ
の
上
に
板

を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

⑤
千
住

】-
七
二

(
現
在
は
足
立
都
税
事
務
所
と

な
っ
て
い
ま
す
)

あ
な
た
も
施
設

見
学
会
へ

区
政
に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
区
で

は
施
設
見
学
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
次
の
要
領
で
行
な

い
ま
す
の
で

。
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
参
加
資
格
　
区
内
在
住
の
滴
二

十
蔵
以
上
の
方

■
日
時
　
六
月
二
十
一
日
(
火
)

・
二
十
二
日
(
水
)
の
二
日
間
(

各
日
と
も
、
午
前
九
時
二
十

分
ま
で
に
区
役
所
前
集
合
。
午

後
三
時
四
十
分
頃
竹
の
塚
駅
前

解
散
)

■
見
学
コ
ー
ス
　
東
部
セ
ン
タ
ー

・
し
I

つ
ぷ
沼
公
園
・
花
畑
セ

ン
タ
ー
・
西
伊
興
児
童
館
・
教

育
セ
ン
タ
ー

■
定
員
　
一
日
二
十
名
、計
四
十

名
(
た
だ
し
、
応
募
者
か
多
数

の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
)

■
申
込
期
間
　
六
月
六
日
(
月
)
～

十
日
(
金
)

■
参
加
費
　
無
料
(
昼
食
は
。こ

ち
ら
で
用
意
し
ま
す
)

■
申
込
方
法
・
申
込
先
電
話
で

区
役
所
広
報
課
へ
。

花畑に養護学校が

建設されます

東
京
都
で
は
、
心
身
障
害
児
(
知
恵

お
く
れ
)
の
た
め
の
学
校
、
都
立
足
立

養
護
学
校
(
仮
称
)
を
建
設
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
か
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

場
所
…
花
畑
町
三
、一
七
六
規
榎
・
・
・

小
学
部
七
学
級
、中
学
都
四
学
級
、高

等
部
四
学
級
、合
計
十
五
学
級
開
校

予
定
=
・
五
十
三
年
四
月
工
期
・
・
・
昭
和

五
十
二
年
九
月
?
昭
和
五
十
三
年
九
月

問
い
合
わ
せ
先

東
京
都
教
育
庁
施
設

都
施
設
計
画
課

　
二

匸
〒

五
一

一
一
一
(
代
表
)

日曜や祝日の急病に

休 日 診 療 所

区
で
は
、
日
曜
や
祝
日
に
急
病
に
な

っ
た
方
の
た
め
に
、
休
日
診
療
所
を
開

設
し
て
い
ま
す

。
内
科
・
小
児
科
の
息

病
の
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
午
前
十

時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。
保
険
証

を
お
忘
れ
な
く
。

▽
千
住
休
日
診
療
所
　
千
住
仲
町
一
五

(医
師
会
館
内
)
　
【
七
〇
I
O

四
六
】

▽
綾
瀬
休
日
診
療
所
　
東
綾
瀬
一
丁
目

五
-
一
七
(
東
部
区
民
福
祉
セ
ン

タ
ー
地
内
)

▽
竹
の
塚
休
日
診
療
所
　
竹
の
塚
二
丁

目
二
五
上
二
(
教
育
セ
ン
タ
ー

内
)
　
(
五
〇
j
(
【
〇

】

▽
江
北
休
日
診
療
所
　
江
北
六
丁
目
一

六
1
ニ
ー
ー〇

】
(
江
北
保
健
相

談
所
内
)
　
(
九
六一
四
〇
〇
四
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や
す
ら
ぎ
と
ゆ
と
り
の
あ
る
町
へ

環
境
づ
く
り
は
皆
ん
な
の
手
で

環
境
週
間
…
六
月
五
日
～
十
一
日

六
月
五
日
か
ら

環
境
週
間

今
日
(
六
月
五
日
)
か
ら
環
境
週

閧
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
今
年
で
五
回

目
を
迎
え
た
環
境
週
間
は
、
ま
だ
耳

新
し
い
言
葉
で
す
が
、
こ
れ
を
機
会

に
周
囲
を
眺
め
、
環
境
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
I
つ
。

環
境
の
悪
化
に
多
く
の
人
々
が
気

づ
き
。反
公
害
や
自
然
保
護
か
叫
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
久
し
く
な

り
ま
す
。
今
で
は
環
境
破
壊
は
世
界

的
問
題
と
さ
れ
、一
九
七
二
年
六
月

五
日
に
開
か
れ
た
[
国
連
人
間
環
境

会
議
」に
は
一
一
四
か
国
が
参
加

し
、す
べ
て
の
人
間
と
子
孫
の
た
め
、

良
好
な
人
間
環
境
を
築
く
努
力
を
す

る
、
と
い
う
「
人
間
環
境
宜
言
」
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
環
境
週
間
の
は
じ
ま
り
で

す
。
そ
れ
以
来
、人
口
問
題
、資
源
保

護
な
ど
も
含
め
て
各
国
共
通
の
問
題

と
し
て
取
り
く
ま
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
わ
が
国
で
は
翌
一
九
七
三

年
に
第
[
回
の
環
境
週
間
が
も
た
れ

環
境
問
胆
を
国
民
的
課
題
と
し
て
取

り
あ
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

進
む環

境
破
壊

現
在
国
内
各
地
に
は
数
多
く
の
公

害
病
の
発
生
を
は
じ
め
と
す
る
大
気

汚
染
、
水
質
汚
濁
や
、
森
林
の
乱
伐

な
ど
自
然
破
壊
に
よ
る
、
か
け
く
す

れ
、洪
水
の
発
生
、野
生
生
物
の
生
息

の
危
機
な
ど
。
環
境
破
壊
は
と
ど
ま

る
と
こ
ろ
を
知
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

の
生
活
す
る
足
立
区
で
も
、
公
害
病

の
認
定
者
は
増
大
の
傾
向
に
あ
り
、

生
活
環
境
の
良
否
を
示
す
緑
の
状
況

も
良
好
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

足
立
を

住
み
よ
い
町
に

緑
は
私
た
ち
の
生
活
と
切
り
離
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
空
気
を
浄
化

し
て
く
れ
る
ほ
か
、
あ
わ
た
だ
し
い

生
活
に
や
す
ら
き
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
き
れ
い
な
空
気
か
I吸
い
、
汚
染

さ
れ
て
い
な
い
物
を
食
べ
、
く
つ
ろ

き
を
も
た
ら
す
緑
が
あ
る
こ
と
は
生

活
の
必
要
条
件
で
す
。

か
つ
て
田
畑
で
あ
っ
た
所
か
日
ご

と
に
宅
地
化
さ
れ
て
い
る
様
子
を
見

る
と
、
現
状
の
維
持
も
む
ず
か
し
い

状
態
で
す
。
区
で
は
昨
年
「
緑
の
保

護
育
成
条
例
」
を
制
定
し
緑
化
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
区
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
な
し
に
は
で
き
ま
せ

ん
。卜

と
え
今
は
小
さ
く
と
も
、
大

き
く
育
っ
て
豊
か
な
緑
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
子
孫
に
残
し
て
い
こ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

環
境
問
題
は
日
常
の
生
活
と
健
康

に
直
接
か
か
わ
る
重
大
な

問
題
で

す
。
私
た
ち
は
日
頃
か
ら
監
視
し
、

庄
み
よ
い
環
境
を
つ
く
る
努
力
を
続

け
る
義
務
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

※
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
、
お
問
い

合
わ
せ
は
、
区
役
所
環
境
課
ま
た
は

公
害
課
へ
ど
う
ぞ
。

ご
協
力
く
だ
さ
い

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

「
環
境
週
間
」
を
機
会
に
身
近
な

自
然
環
境
や
公
害
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
I

つ
。

区
で
は
、
家
庭
の
主
婦
の
方
々
を

対
象
に
「
自
然
環
境
と
公
害
に
つ
い

て
の
ア
ン
ヶ
I
ト
調
査
」
を
行
な
い

ま
す
。
「
環
境
週
″
ご

の
間
に
、
住

民
台
帳
か
ら
抽
出
し
た
方
々
(
千
三

百
人
)
に
ア
ン
ヶ
I
ト
用
紙
を
お
送

り
し
ま
す
。
調
査
の
結
果
は
、
今
後

の
環
境
行
政
に
反
映
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
環
境
課
ま

た
は
公
害
課

緑
の
協
定
を

結
び
ま
し
ょ
う

緑
の
多
い
落
署
い
た
町
づ
く
り

を
す
す
め
て
い
く
う
え
で
、
特
に

大
切
な
こ
と
は
、
そ
の
地
域
に
住

ん
で
い
る
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の

家
の
緑
を
い
た
わ
り
育
て
る
こ
と

で
す
。

近
所
ど
う
し
の
申
し
合
わ
せ
で

道
沿
い
の
塀
を
生
け
垣
に
し
よ
う

と
か
、
通
る
人
を
楽
し
ま
せ
る
た

め
に
。
工
場
や
事
業
所
の
周
囲
や

前
庭
を
、
緑
や
草
花
で
飾
ろ
う
と

い
う
意
向
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

区
で
は
こ
の
よ
う
な
方

々

と

「
緑
の
協
定
」
を
結
ん
で
、
で
き

る
限
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
緑
化
係

苗木の即売会

今年は3か所で

恒
例
に
な
り
ま
し
た
苗
木
の
即

売
会
を
、
今
年
は
次
の
と
お
り
行

な
い
ま
す
。
鉢
物
・

苗
木
・
肥
料
・
そ
の

ほ
か
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
。

ぜ
ひ
お
い
で
く
だ

さ
い
。

▽
六
月
六
日
(
月
)

竹
の
塚
第
五
号
公

園
(
竹
の
塚
六

丁
目
一
〒

四
)

▽
六
月
七
日
(
火
)

北
宮
城
町

公

園

(扇
二
丁
目
三
七
-

一
)

▽
六
月
(
日
(
水
)

千
住
旭
公
園
(
千
住
旭
町
三
〇
!

一
)※

時
間
は
い
ず
れ
も
午

前
十
時
か
ら
午
後
四
時

で
、
雨
天
の
場
合
も
実

施
し
ま
す
。

元 渕江公 園

緑の大敵

アメリカ
シロヒトリ

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
、
通
称
ア

メ
ヒ
ト
は
、
い
ろ
い
ろ
な
植
物
の
葉

を
食
べ
、
繁
殖
力
か
旺
盛
な
大
害
虫

で
す
。

ア
メ
ヒ
ト
の
発
生
時
期
は
、
六
月

と
(
月
で
す
。

越
冬
し
た
サ
ナ
ギ
が
白
い
小
さ
な

餓
に
な
り
、
産
ん
だ
卵
が
か
え
る
の

が
六
月
中
旬
、
そ
し
て
幼
虫
↓
サ
ナ

ギ
↓
成
虫
↓
産
卵
↓
幼
虫
と
な
っ
て
。

二
回
目
の
被
害
が
出
る
の
が
(

月
で
す
。
従
っ
て
六
月
に

完
全
に
退
治
す
れ
ば
、

(
月
に
は
ほ
と
ん
ど

発
生
し
ま
せ
ん
。

巣
の
見
つ
け
方

ア
メ
ヒ
ト
は
、
酢
が
っ
て
葉
の
ウ

ラ
側
に
巣
を
つ
く
り
、
初
め
、
葉
の

表
皮
だ
け
を
残
し
て
食
べ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
葉
は
透
け
て
見
え
る
の

で
簡
単
に
発
見
で
き
ま
す
。

好
ん
で
産
卵
す
る
プ
ラ
タ
ナ
ス
、

桜
、
柳
。
柿
な
ど
中
心
に
探
し
ま
し
I

つ
。
巣
の
う
ち
に
駆
除
す
る
の
が

最
も
効
果
的
で
す
。

巣
を
取
り
除
く
に
は

巣
を
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
に
そ
の
枝

葉
を
切
り
取
り
、
踏
み
つ
ぷ
す
か
、

焼
き
殺
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
三
日
放
置
す
る
と
幼
虫
は
散

っ
て
し
ま
う
の
で
、
見
つ
け
次
第
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

高
い
枝
の
葉
は
、
竹
ザ
オ
の
先
に
(

サ
ミ
を
つ
け
た
高
枝
切
り
を
使
う

と
便
利
で
す
。

駆
除

ア
メ
ヒ
ト
は
、
一
斉
に
発
生
し
ま

す

。
駆
除
も
}
斉
に
し
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
の
で
、
区
役
所
が

】手
に
引

き
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
退

治
す
る
に
は
、
ど
う
し
て
も
、
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
で

す
。
緑
を
守
り
、
緑
ゆ
た
か
な
足
立

区
に
す
る
た
め
、
緑
の
大
敵
、
ア
メ

リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
を
退
冶
し
ま
し
″

う
。駆

除
方
法
な
ど
の
相
談
は
、
区
役

所
生
活
環
境
係
へ
。

▲ アメヒト…見

つけたら すぐ 退

治しましよう。

振
動
規
制
法

七
月
か
ら
施
行

振
動
規
制
法
が
昨
年
六
月
に
制
定

さ
れ
、
都
で
は
本
年
七
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

特
定
工
場
等
の
方
へ

工
場
ま
た
は
事
業
場
に
設
置
さ
れ

る
施
設
の
う
ち
著
し
い
振
動
を
発
生

す
る
施
設
を
「
特
定
施
設
」
と
い
い

表
I
の
と
お
り
で
す
。
本
年
七
月
一

日
現
在
、
既
に
特
定
施
設
を
設
置
し

て
い
る
方
は
七
月
三
十
日

ま
で

に

「
特
定
施
設
使
用
届
」
を
、
ま
た
今

後
特
定
施
設
の
設
置
を
予
定
さ
れ
る

方
は
、
設
置
し
よ
う
と
す
る
三
十
日

前
ま
で
に
「
特
定
施
設
設
置
届
」
を

区
公
害
課
へ
届
出
て
く
だ
さ
い
。

建
設
作
業
を
さ
れ
る
方
へ

建
設
工
事
と
し
て
行
な
わ
れ
る
作

業
の
う
ち
、
著
し
い
振
動
を
発
生
す

る
作
業
を
「
特
定
建
設
作
藁
」
と
い

い
表
Ⅱ
の
と
お
り
で
す
。
特
定
建
設

作
業
を
伴
う
建
設
工
事
を
施
行
し
よ

う
と
す
る
方
は
、
付
近
住
民
に
工
事

内
容
、
期
間
な
ど
を
十
分
に
説
明
す

る
と
と
も
に
、
次
の
点
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

一
、
表
1
1に
掲
げ
る
建
設
機
械
を
使

用
す
る
七
日
前
ま
で
に
必
ず
「
特

定
建
設
作
業
実
施
届
出
書
」
多
。届

出
て
下
さ
い
。

二
、
届
出
は
元
謂
業
者
の
代
表
者
で

す
。

三
。
日
曜
日
、
祝
日
、
夜
間
は
原
則

と
し
て
作
業
は
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
騒
音
規
制
法
の
届
出
も
従

来
ど
お
り
必
要
で
す
の
で
、
合
わ
せ

て
届
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
公
害
課

表I　 特 定 施 設

雑
草
刈
取
り
に

ご
協
力
を

あ
き
地
に
雑
草
が
は
び
こ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

ご
存
知
の
と
お
り
当
区
で
は
、
あ

き
地
の
管
理
の
適
正
化
に
関
す
る
条

例
(
通
称
草
刈
条
例
)
に
も
と
づ
い

て
、
あ
き
地
の
所
有
者
(
管
理
者
)

に
対
し
、
適
正
に
管
理
す
る
よ
う
指

導
し
て
い
ま
す
。

あ
き
地
に
茂
る
雑
草
は
付
近
の
住

民
の
迷
惑
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

非
行
の
場
所
に
な

。
た
り
、
ゴ
ミ
な

ど
か
捨
て
ら
れ
て
環
境
上
の
問
題
に

な
り
ま
す
。
区
で
は
随
時
パ
ト
ロ
ー

ル
を
し
て
、
雑
草
繁
茂
地
の
所
有
者

に
雑
草
除
去
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
ま
だ
雑
草
の
茂
っ
て

い
る
あ
き
地
は
随
所
に
見
ら
れ
ま
す

の
で
、
所
有
(
管
理
)
し
て
い
る
方

は
、
常
に
あ
き
地
を
適
正
に
管
理
さ

れ
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
自
分
自
身
で
雑
草
を
刈
り

取
れ
な
い
方
は
、
一
が
あ
た
り
四
十

五
円
の
委
託
料
で
区
が
か
わ
っ
て
行

な
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
生
活
環

境
係
へ
。

表Ⅱ　特定建設作業の種類

1. くい打機、くい抜機又はくい打くい抜
機を使用する作業

2. 鋼球を使用して建築物その他の工作物
を破壊する作業

3. 舗警版破砕機を使用する作業
4. ブレーカーを使用する作業
※ 一部適用除外項目があります。

奨 学 生 を 募 集 し ま す

募
集
人
員
　
四
十
五
名
(
高

校

四
十

名
、
大
学
五
名
)

貸
付
金
額
　
①
修
学
賢
金
1
高
校
(
高

専
含
む
)
・
:月
額
七
千
円
以
内

大

学
・
=月
額
一
万
円
以
内

②
入
学
賢

金
-
高
校
(
高
専
含
む
)
・・・
三
万
円

以
内

大
学
・・・
五
万
円
以
内

資
格
　
▽
区
内
に
引
続
き
三
年
以
上
住

ん
で
い
る
方
の
子
弟
で
あ
る
こ
と

▽
都
内
に
あ
る
学
校
に
在
学
し
て
い

る
こ
と
(
昭
和
五
十
三
年
度
入
学
者

を
含
む
)
　

▽
他
か
ら
同
種
の
学
賢

金
を
借
り
て
い
な
い
こ
と

応
募
方
法
　
①
高
校
(
高
専
含
む
)
・
大

学
に
在
学
し
て
い
る
方
ま
た
は
来
年

度
大
学
へ
入
学
予
定
の
方
は
直
接
。

区
役
所
学
務
課
へ

②
中
学
に
在
学

し
て
い
る
方
は
在
学
校
の
担
任
の
先

生
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
　
六
月
一
日
?
十
五
日

貸
付
開
始
　
昭
和
五
十
三
年
四
月

問
い
合
わ
せ
先
　

教
育
委
員
会
学
務
課

振
興
係

16ミリ映写機講習会

日
時
　
六
月
二
十
九
日
(
水
)
・
三
十

日
(
木
)
、
七
月
一
日
(
金
)
・
五
日

(
火
)
・
六
日
(
水
)
・
七
日
(
木
)

午
後
六
時
?
(
時

場
所
　
青
年
館

対
象
　
区
内
在
住
・
在
動
の
方
で
、
全

日
程
を
受
講
で
き
る
方

定
員
　
四
十
名
(
た
だ
し
、
定
貝
を
こ

え
た
場
合
は
抽
選
)

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
職
業
お
よ
ひ
団
体

名
・
勤
務
先
ま
た
は
自
宅
の
電
話
番

号
を
記
入
の
う
え
、
教
育
委
員
会
文

化
係
へ
。
六
月
十
石
(

土
)
の
消

印
ま
で
有
効
で
す
。

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

同
対
審
答
申
と

特
別
措
置
法
④

一
人
ひ
と
り
の
基
本
的
人
権
を

た
い
せ
つ
に
す
る
こ
と
を
大
原
則

と
す
る
民
主
主
義
の
国

に

お
い

て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
ゆ
る
さ

れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
悲
し
み
、
こ
の
苦
し
み
、
こ
の

差
別
と
屈
辱
が
あ
る
限
り
、
日
本

に
は
「
民
主
主
義
」
が
確
立
さ
れ

た
と
は
い
え
な
い
で
し
I
つ
。

「
こ
れ
を
未
解
決
に
放
置
す
る

こ
と
は
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
こ
と

で
あ
り
、そ
の
早
急
な
解
決
こ
そ
、

国
の
責
務
で
あ
り
、
同
時
に
国
民

的
課
題
で
あ
る
」

世
界
人
権
宜
言
か
示
す
よ
う
に

人
類
普
遍
の
原
理
で
あ
る
自
由
と

正
蔵
と
平
和
の
確
立
は
、い
ま
や
、

世
界
の
す
べ
て
の
人
だ
ち
か
め
ざ

し
て
い
る
方
向
で
あ
り
ま
す
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
、
問
い
合

わ
せ
は
、
区
役
所
同
和
対
策
担

当
へ
。
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福
祉
事
業
あ
ん
な
い

―
福
祉
電
話
な
ど―

福
祉
電
話
を

お
貸
し
し
ま
す

資
格
要
件
　
日
常
生
活
に
一
話
が
必

要
で
次
の
す
べ
て
に
骸
当
す
る
世

帯
・・・
▽
区
内
に
住
所
か
あ
る
こ
と

▽
障
害
者
が
現
に
在
宅
し
て
い
る

こ
と

▽
現
在
I
話
が
な
い
こ
と

▽
障
害
の
程
度
が
身
陣
者
手
帳
一
'

級
ま
た
は
愛
の
手
帳
一
度
の
方
、

お
よ
ぴ
こ
れ
に
準
ず
る
障
害
を
有

す
る
方
か
い
る
こ
と

▽
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
か
、
住
民
税
が

均
等
割
以
下
の
こ
と

申
請
に
必
要
な
も
の
　
▽
世
帯
全
員

の
住
民
票
の
写
し

▽
身
障
者
手

帳
、
愛
の
手
帳
ま
た
は
診
断
書
　

▽
印
か
ん

通
話
料
　
基
本
料
金
と
一
か
月
六
十

通
話
ま
で
を
区
で
負
超
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
援

護
係

重
度
心
障
者
手
当
を

受
付
け
て
い
ま
す

支
給
要
件
　
区
内
に
住
民
登
録
し
て

あ
り
、
現
に
住
ん
で
い
て
次
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
方
・・・
▽
重
度
の

精
神
溽
弱
者
で
、
常
時
複
雑
な
介

護
を
必
要
と
す
る
精
神
症
状
が
あ

る
こ
と
　
▽
重
度
の
肢
体
不
自
由

者
で
、
両
上
肢
お
よ
ぴ
両
下
肢
の

機
能
が
失
な
わ
れ
、
座
っ
て
い
る

こ
と
が
困
難
な
程
度
の
障
害
が
あ

る
こ
と
　
▽
重
度
の
柵
神
薄
弱
、

身
体
障
害
が
重
複
し
て
い
る
こ
と
(

障
害
の
程
度
は
、
区
役
所
に
申
蹐

後
、
都
立
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
判
定
し
ま
す
)

支
給
額
　
毎
月
二
万
二
千
円
(
口
座

振
込
)

申
請
に
必
要
な
も
の
　
▽
世
帯
全
員

の
住
民
票
の
写
し
　
▽
身
障
者
手

帳
、
愛
の
手
帳
　
▽
印
か
ん

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
援

護
係心

身
障
害
者

扶
養
年
金
制
度

こ
の
制
度
は
、障
害
者
の
保
護
者

に
万
一
の
こ
と
か
あ
っ
た
時
、障
害

者
の
生
活
安
定
と
福
祉
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

加
入
で
き
る
方
　
ち
え
遅
れ
、
体
の

不
自
由
、
精
神
障
害
な
ど
を
有
す

る
方
を
保
護
し
て
い
る
方
(
一
般

的
に
父
観
)
で
、
四
十
五
歳
未
矚

で
あ
る
こ
と
、
た
だ
し
次
の
場
合

は
、
一
年
以
内
に
限
り
四
十
五
歳

以
上
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

▽
他
府
県
か
ら
区
内
に
転
入
し
た
時

▽
保
護
さ
れ
て
い
る
方
が
障
害
者
と

し
て
初
め
て
判
定
さ
れ
た
時

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
授

寢
係お

忘
れ
な
く

児
童
(
育
成
)
手
当
の

現

況

届

児
童
(
育
成
)
手
当
を
受
給
し
て

い
る
方
は
、
毎
年
六
月
中
に
現
況
届

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
届
出
を
し
な
い
と

六
月
分
以
降
の
手
当
の
支
給
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で

、
必
ず
届

出
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

<
手
続
の
方
法
>

手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
に
は
、

往
復
(
ガ
キ
を
お
送
り
し
ま
す
の
で

必
要
事
項
を
記
入
確
認
し
、
記
名
、

押
印
の
う
え
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
昭
和
五
十
二
年
一
月
一

日
現
在
、
足
立
区
に
住
ん
で
い
な
か

っ
た
方
は
、
前
住
地
の
市
区
町
村
長

が
発
行
す
る
昭
和
五
十
二
年
度
の
所

得
証
明
か
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

児
童
(
育
成
)
手
当
金
を

振
込
み
ま
す

昭
和
五
十
二
年
六
月
期
支
払
分
(

昭
和
五
十
二
年
二
月
か
ら
五
月
分
ま

で
)
の
児
童
(
育
成
)
手
当
金
は
、

六
月
十
一
日
に
あ
な
た
の
指
定
し
た

金
融
機
関
に
振
込
み
ま
す
の
で
、
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

児
童
(
育
成
)
手
当
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
児
童
手
当

係
へ
。

福
祉
年
金
の

定
時
届

福
祉
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る

か
た
は
、毎
年
定
時
届
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
を
出
さ
な
い
と
、
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

届
出
期
限
　
六
月
三
十
日
(
木
)

お
持
ち
に
な
る
も
の
　
福
祉
年
金
証

番
・
印
か
ん

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
国

民
年
金
課
給
付
係
ま
た
は
各
出
張

所

昭
和
五
十
三
年
四
月
以
降
採
用
の

職
員
を
募
集
し
ま
す

特
別
区
・
東
京
都
職
員
(
大
学
卒
程
度
)

特
別
区
職
員
募
集

昭
和
五
十
三
年
四
月
以
降
採
用
の

江
戸
川
区
を
除
く
特
別
区
職
員
(
大

学
卒
程
度
)
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

職
種
・
採
用
予
定
人
員
　
事
務
…
三

百
名

土
木
二

一
十
名

建
築
・

機

械
・
化

学
・
造

園
・
福
祉
指

導
・
食
品
衛
生
監
視
・
環
境
衛
生

監
視
・
衛
生
検
査
・・・若
干
名

受
験
資
格
　
山
事
務
・
土
木
・
建
築
・

機
械
・
・
・
学
歴
を
問
わ
ず
、
昭
和
二

十
五
年
四
月
二
日
?
昭
和
三
十
一

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

叨
化
学
・
造
園
(
3
)
福
祉
指
導

(
4
)
食
品
衛
生
監
視
(
5
)
環
境
衛
生

監
視
㈹
衛
生
検
査
・
・
'
以
上
の
口～

(
6
)
ま
で
の
受
験
賢
格
は
、
国
学

歴
を
問
わ
ず
、
昭
和
二
十
三
年
四

月
二
日～
昭
和
三
十
一
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

図
昭
和

五
十
年
三
月
以
降
大
学
を
卒
業
し

た
方
、
ま
た
は
昭
和
五
十
三
年
三

月
末
日
ま
で
に
大
学
を
卒
業
見
込

み
の
方

※
た
だ
し
、
(
3
)
?
(
6
)
は
次
の
賢
格
が

必
要
で
す
。

(
3
)
は
児
童
揩
4
員
の
賢
格

(
4
)
は
食
品
衛
生
監
視
員
の
資
格

(
5
)
は
環
境
衛
生
監
視
員
の
資
格

(
6
)
は
衛
生
検
査
技
師
、
ま
た
は
飾

床
検
査
技
師
の
免
許

こ
れ
ら
の
賢
格
・
免
許
は
昭
和
五

士
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
方
も
含
み
ま
す
。

申
込
受
付
期
限
　
区
役
所
に
お
い
て

あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
六
月
七
日
(
火
)
午

後
四
時
ま
で
に
、
特
別
区
人
事
・

厚
生
事
務
組
合
人
事
企
画
部
へ
持

參
の
こ
と
。

試
験
日
(

第
一
次
)
　

昭
和
五
十
二

年
七
月
十
日
(
日
)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
特
別
区
人

事
・
厚
生
事
務
組
合
人
事
企
画
部

企
画
課
(
〒
1
0
2
千
代
田
区
九
段

北
}
-
一
-
四

　
二
六
五
-
○

六
七
一
)

東
京
都
職
員
募
集

職
種
　
都
一
般
職
貝
(
事
務
・
土
木
・

建
築
・
機
械
・
電
気
)
、警
視
庁
職

員
(
事
務
)
、
消
防
庁
職
員
(
事
務

・
土
木
・
建
築
・
機
械
・
竜
気
)

資
格
　
昭
和
一
一
十
五
年
四
月
二
日～

一
苹

一
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
方

試
験
日
　

七
月
十
日
(
日
)

申
込
期
間
　
郵
送
上
(
月
十
四
日

(
火
)
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の

持
参
・
・
一
六
月
十
五
日
(
水
)
?
十

七
日
(
金
)
ま
で
都
庁
第
三
庁
舎

一
階
ロ
ビ
ー
で
受
付
け
ま
す
。

申
込
書
　
都
庁
案
内
所
(
第
一
・
第

二
・
第
三
庁
舎
)
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
東
京
都
人

事
委
員
会
席
務
局
試
験
課
【
〒
攅

千
代
田
区
有
楽
町
一
丁

】○
-
一

東
京
都
交
通
会
館
内

　
无

二
-

五
ニ

ー
内
線
三
六
四
七
)

児
童
厚
生
の

職
員
を
募
集

職
種
　
児
童
厚
生

勤
務
先
　
区
内
の
児
童
館

、
学
童
保

育
室

資
格
　
濟
三
十
五
歳
未
膺
の
女
子
で

次
の
い
ず
れ
か
の
賢
格
、
免
許
な

ど
を
有
す
る
方
…
保
母
賢
格
、幼

稚
園
教
諭
免
許
、
小
中
高
等
学
校

教
諭
免
許
、
四
年
制
大
学
で
教
育

学
・
心
理
学
・
社
会
学
等
ふ
・履
習

し
た
方

募
集
人
員
　
若
干
名

申
込
方
法
　
六
月
十
五
日
(
水
)
ま

で
に
履
歴
書
を
一
通
提
出
の
こ
と

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
人

事
係 ご

協
力
く
だ
さ
い

足
立
で
　
買
お
う

食
べ
よ
う
　
頼
も
う

区民カレンダー
( 6月5日～7月4日)

たばこは
区内で買い ましょう

交通事故に

気をつけよう

六
月
十
日
(
金
)
は
、
交
通
安

全
・
地
域
美
化
デ
ー
。
二
十
七
日

(
月
)
は
、
足
立
区

の
特
別
交
通
安
全
日

で
す
。

誰
で
も
、
交
通
事

故
を
起
こ
し
た
り
あ

っ
た
り
し
た
く
な
い

も
の
で
す
。
し
か
し

こ
れ
か
ら
梅
雨
期
を

迎
え
る
と
、
雨
に
よ

る
視
界
の
悪
さ
、
道

路
が
滑
り
や
す
く
な

る
等
の
悪
条
件
が
重

な
り
事
故
か
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
運
転
を
す
る

方
は
、
十
分
に
気
を
つ
け
る
よ
う

に
し
ま
し
I
つ
。

な
お
。
万
一
、
交
通
事
故
を
起

こ
し
た
場
合
に
は

、

す
ぐ
に
ヶ
が
人
の
応

急
処
一

を
と
る
と
共

に
一
一
〇
番
(
電
話
)

を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
交
通
事
故

後
の
保
険
金
等
の
請

求
に
必
要
な

妥

通

事
故
証
明
書
」
は

、

事
故
の
届
が
な
い
と

発
行
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
を
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
交
通
安

全
係
・
も
よ
り
の
警
察
署

六

月

の

運

転
者

講

習

会

場
所
・
日
時
　
千
住
警
察
署
・
:
十

日
午
前
十
一
時

綾
瀬
警
察
署

・・・
十
日
午
前
十
時

西
新
井
警

察
署
:
一
十
日
午
後
六
時

問
い
合
わ
せ
先
　
も
よ
り
の
警
察

署
へ
ど
う
ぞ
。

横断は左右をよくたしかめて

家
族
の
健
康
は
食
事
か
ら

栄
養
教
室
な
ど
を
開
催

栄

養

教
室

日
時
　
六
月
十
四
日
(
火
)・
・
十
七

日
(
金
)
・
二
十
一
日
(
火
)
・

二
十
四
日
(
金
)
午
後
一
時
三
十

分
内
容
　
食
生
活
と
栄
養
の
話
、
調
理

の
実
演
お
よ
び
試
食
、
食
生
活
診

断
、
成
人
病
と
食
生
活
の
関
係

場
所
　
足
立
保
健
所
栄
養
疸

定
員
　
先
着
二
十
五
名
(
無
料
)

申
込
方
法
(

ガ
キ
で
足
立
保
健
所

予
防
課
へ
。

栄
養
講
習
会

日
時
　
六
月
十
六
日
(
木
)
午
後
一

時
三
十
分

内
容
　
初
夏
の
家
族
料
理
、
実
演

場
所
　
足
立
保
健
所
栄
養
室

定
員
　
先
着
四
十
名
(
無
料
)

申
込
方
法
　
(
ガ
キ
で
足
立
保
健
所

予
防
課
へ
。

問
い
合
わ
せ
先
　
足
立
保
健
所

(
四
〇
―
五
一
四
一

働
い
て
い
る
妊
婦
さ
ん
へ

母

親

学

級

日
時
　
六
月
十
一
日
(
土
)
午
後
一
時

場
所
　
千
住
保
健
所

定
員
　
三
十
名
(
無
料
)

内
容
　
産
後
の
栄
養
に
つ
い
て
な
ど

申
込
方
法
　
六
月
八
日
(
水
)
ま
で

に
電
話
で
次
の
と
こ
ろ
へ
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
千
住
保
健

所
業
務
係

　
(
(
(
-

四
二
七

七

掲
示
板

野

外

活

動

講

座

日
時
　
六
月
十
二
日
(
日
)
・
十

九
日
(
日
)
・
二
十
六
日
(
日
)

午
前
九
時
?
正
午

場
所
　
第
十
中
学
校

内
容
　
キ
ャ
ン
プ
生
活
と
は
・
キ

ャ
ン
プ
用
具
の
使
い
方
な
ど

資
格
　
青
年
団
体
会
員
、少
年
団

体
育
成
会
員
(
希
望
で
あ
れ
ば

中
学
生
以
上
の
学
生
も
よ
い
)

※
な
お
、
こ
の
講
座
を
終
了
さ
れ

た
成
人
指
4
者
の
い
る
団
体
に

は
、
キ
ャ
ン
プ
用
品
の
貸
し
出

し
を
し
ま
す
。

申
込
方
法
　
六
月
亡

日
(
土
)

ま
で
に
青
少
年
係
に
あ
る
申
込

番
に
記
入
の
上
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
委

員
会
青
少
年
係

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

<
東
郁
セ
ン
タ
ー
>

▽
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室

日
時
　
六
月
十
四
日
(
火
)
午
前

九
時
三
十
分

材
料
費
　
千
円
(
テ
キ
ス
ト
付
)

▽
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習
会

日
時
　
六
月
二
十
二
日
(
水
)
午

後
六
時

内
容
　
洋
食
フ
ル
コ
ー
ス

費
用
　

三
千
五
百
円

▽
袋
物
手
芸
教
室

日
時
　
六
月
十
日
(

金
)
午
後
一

時
教
材
費
　
千
円

▽
紙
人
形
教
室

日
時
　
六
月
二
十
日
(
月
)
午
後

一
時

教
材
費
　
千
円

場
所
・
申
込
先
　

東
部
セ
ン
タ
ー

　
六
〇
五
1
七
一
〇
一

<
新
田
老
人
館
>

▽
老
人
囲
碁
大
会

日
時
　
六
月
二
十
六
日
(
日
)
午

前
十
時
?
午
後
三
時
(
無
科
)

定
員
　
二
十
二
名
(

定
員
に
な
り

し
だ
い
締
切
り
ま
す
)

申
込
受
付
　

六
月
十
石
(

土
)
!

一
十
三
日
(

木
)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
新
田
老

人
館

　
九

匸
〒

三
四
ニ

ー

<
千
住
あ
ず
ま
老
人
館
>

▽
老
人
将
棋
大
会

日
時
　
六
月
十
(
日
(
土
)
午
前

十
時
三
十
分
(
無
料
)

定
員
　
三
十
名
(
先
着
順
)

申
込
受
付
　
六
月
十
四
日
(
火
)

か
ら

場
所
・
申
込
先
　
千
住
あ
ず
ま
老

人
館

　
(
(
二
-
匸
一
双

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

国
民
年
金
相
談

相
談
日
　
六
月
十
七
日
(
金
)
午

前
十
時
?
午
後
三
時
三
十
分

場
所
　
区
役
所
二
階
国
民
年
金
課

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
国
民
年

金
課

都
税
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

昭
和
五
十
二
年
度
の
地
方
税
法

の
改
正
に
よ
り
、
左
記
の
税
金
の

税
率
が
引
き
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

一
、
法
人
都
民
税
の
均
等
割
順

二
、
娯
楽
施
設
利
用
税

く
わ
し
く
は
、
足
立
都
税
事
務

所
(

　
(
凸

〒

二
コ

一
)
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
都
税
は
納
期
が
す
き
て

も
、
納
期
の
翌
月
中
な
ら
ば
、
金

融
機
関
(
郵
便
局
を
除
く
)
で
納

税
で
き
ま
す
。
ま
た
、
都
税
事
務

所
に
「
相
談
コ
ー
ナ
ー

」
か
あ
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を

毎
月
勤
労
統
計
調
査

都
で
は
、
小
規
模
事
業
所
に
お

け
る
賃
金
、労
働
時
間
、雇
用
な
ど

の
実
態
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
次

の
区
域
の
事
業
所
に
、
調
査
員
が

お
伺
い
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
。

調
査
区
域
　
酉
新
井
五
丁
目
、西

新
井
本
町
二
丁
目
、
梅
田
五
丁

目
、江
北
四
丁
目
、古
千
谷
一
丁

目
、
竹
の
塚

】丁
目
、六
木
町
、

東
和
五
丁
目
、
東
綾
瀬
一
丁
目

問
い
合
わ
せ
先
　
都
総
務
局
人
口

統
計
課

　
三

一
〒

五
一
一

一
　
内
線
四
一
九
七

生
徒

募

集

定
時
制
高
校

募
集
人
員
　
一
年
生
・・・
若
干
名

試
験
科
目
　
国
語
・
数
学
・
英
語

試
験
日
　

六
月
三
十
日
(
木
)
ま

で
随
時
行
な
い
ま
す

。

場
所
　

都
立
荒
川
商
業
高
等
学
校

問
い
合
わ
せ
先
　
都
立
荒
川
商
業

高
等
学
校
【
小
台
ニ
ー

ー
-
三

一
　
　
九
匸
〒

九
二
五

】)

N. T. S　216, 000


